
１−４−２（２）設計⽤⼊⼒地震動時刻歴波形の取扱い等について 
 
1. 取扱い 
 横浜市建築構造設計指針 2003（以下「本指針」という。）における設計⽤⼊⼒地震動時刻
歴波形は、保有⽔平耐⼒計算（ルート３）に適合する⾼層建築物等※のうち、振動特性や部
材設計などに対する特別な配慮を⾏うために、許容応⼒度及び必要保有⽔平耐⼒計算の参
考として⾏う時刻歴応答解析に⽤いるものである。また、本指針に⽰している設計⽤⼊⼒地
震動時刻歴波形は、横浜市内（みなとみらい 21 地区及び新横浜地区）の地域特性を反映し
た「横浜模擬地震動」を基に策定された「横浜標準波」であること、2003 年当時の知⾒を
もとに作成された地震波であることを踏まえ、建設予定地の地盤特性や最新の知⾒等を考
慮し、横浜標準波を使⽤することが望ましい。 
 

※ ⾼層建築物等とは、⾼さが 31m を超え 60m 以下の⾼層建築物、ピロティ階を有する
建築物⼜は塔状⽐が４を超える建築物等を⽰す。 

 
なお、本指針は建築物の構造設計のうえで参考となる指針であり、⾏政⼿続法に基づく審

査基準等に該当するものではない。 
 
2. 削除部分 

P71 ５⾏⽬ 
ここでは、前（１）項のエに⽰した動的応答解析条件である⼊⼒地震波について述べる。 

 
3. 正誤表 

No. ページ ⾏等 正 誤 

１ 73 
L12〜 
13 

図 1-4-4 に⽰すように、歪み
が増加するに従い剛性は低下
し、 

図に⽰すように、歪が増加す
るに従い剛性は低下し、 

 
















